
船舶事故等調査報告書 

平成２４年１１月２２日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１２神第７５号 

事故等種類 のり養殖施設損傷 

発生日時 平成２４年５月４日（金、祝日） １６時３０分ごろ 

発生場所 兵庫県東播磨港南西方沖 

 兵庫県加古川市所在の東播磨港別府西防波堤灯台から真方位２０

３°５.４海里付近 

（概位 北緯３４°３６.９′ 東経１３４°４７.３′） 

事故等調査の経過  平成２４年６月２６日、本事故の調査を担当する主管調査官（神戸

事務所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

ヨット ＰＲＥＳＥＮＴ
プ レ ゼ ン ト

 ＦＲＯＭ
フ ロ ム

 ＨＯＲＳＥ
ホ ー ス

 Ⅲ
スリー

、１１.０６トン 

 ２７１－１０２７９大阪、個人所有 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

 死傷者等 なし 

 損傷 本船 プロペラシャフト及び舵損傷 

養殖施設 のり網用のロープ切断 

 事故等の経過  本船は、船長ほか１人が乗り組み、東播磨港南西方沖を機帆走によ

り約２～３ノットの速力で西進中、平成２４年５月４日１６時３０分

ごろ推進器にのり養殖施設のロープが絡まって運航不能となった。 

 船長は、海上保安部に通報し、巡視艇が救助に向かったが、約２ｍ

の高波で本船に接近できず、翌５日０５時１０分ごろ船長等の２人は

巡視艇の搭載艇により救助され、本船は、巡視艇にえい
．．

航されて東播

磨港へ入港した。 

 気象・海象 

 

 

気象：天気 曇り、風向 西、風力 ６、視界 良好 

海象：潮汐 上げ潮の初期、波高 約２～２.５ｍ 

本事故発生時には、播磨南東部に強風及び波浪注意報が発表されて

いた。 

 その他の事項 

 

 船長は、本事故発生場所付近の航行経験が１０回ほどあり、のり養

殖施設の存在を知っていた。 

 船長は、他の乗組員が荒天により船酔いをしていたので、１人で操

船及びセールのトリム等を行っており、高波のためにのり養殖施設の

標識が見えにくかった。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 

あり 

なし 

あり 



 判明した事項の解析  本船は、荒天下の東播磨港南西方沖を機帆走により西進中、船長

が、１人で操船及びセールのトリム等の作業を行っていたことから、

のり養殖施設に接近していることに気付かず、推進器にのり養殖施設

のロープが絡み、同ロープを損傷したものと考えられる。 

原因  本事故は、本船が、荒天下の東播磨港南西方沖を機帆走により西進

中、船長が、１人で操船及びセールのトリム等の作業を行っていたた

め、のり養殖施設に接近していることに気付かず、推進器にのり養殖

施設のロープが絡んだことにより発生したものと考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・事前に気象、海象の情報を入手し、荒天が予想される場合は、出

港を差し控えること。 

 




